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ホウ素同位体比を指標に用いた南海トラフ熊野沖付加体斜面表層堆積物中における
ホウ素の挙動の解明
Distribution of boron in slope sediment of Nankai accretionary prism off Kumano using
B isotope as a tracer
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<序論>
海洋の物質循環において，ホウ素は海水から粘土鉱物に取り込まれ，海底堆積物はホウ素の除去源として働いている

（Spivack et al., 1987）。しかし，詳しい反応過程については，いまだに十分明らかにされていない。同位体分別係数は反
応過程ごとに固有の値を持つことから，同位体分別係数を調べることによって現場で起きている反応過程を推定すること
ができる。しかし，これまでに報告されている室内実験による同位体分別係数は（Palmer et al., 1987），特に低温の天然
環境での反応過程を説明できているとは言いがたい。本研究では，表層堆積物中のホウ素の同位体分別係数を調べ，ホ
ウ素の挙動を明らかにした。

<試料採取と測定方法>
統合国際深海掘削計画の第 338次研究航海において採取した南海トラフ熊野沖付加体の表層堆積物を用いて，堆積物中

の間隙水を抽出した。間隙水中のホウ素濃度は，船上において誘導結合プラズマ原子発光分析を用いて測定した（Strasser
et al., 2014）。精度は± 2.5%以内である。ホウ素同位体比は，間隙水からホウ素を単離して，マルチコレクター誘導結合
プラズマ質量分析装置を用いて測定した（Wang et al., 2010）。ホウ素同位体比の測定結果は，標準試料 NBS SRM 951か
らの千分率偏差であるδ 11Bとして規格化した。精度は± 0.7‰以内である。

<結果と考察>
間隙水中のホウ素濃度は，表層において海水よりも高い値を示し，深くなるにつれて減少した。表層のδ 11B値は海

水よりも低く，深くなるにつれて高くなった。各層における固相と液相の同位体分別係数αは 0.950～0.970であること
が示された。室内実験による報告値（0.975～0.980；Palmer et al., 1987）よりも低く，室内実験では天然環境における現
場の間隙率，圧力，鉱物の組成及び液相のイオン強度など十分に再現できていないファクターがあると考えられる。
同位体分別係数と現場の温度，pH，斜長石の含有率及び全有機炭素量との相関を調べた。このうち，pHについてはゆ

るやかな負の相関が見られ，世界中の表層堆積物についても調べたところ（You et al., 1993; Kopf et al., 2000; Teichert et
al., 2005），同様の相関があることが明らかとなった。このことは，pHが高くなると 10Bに富む B(OH)4− が　優勢とな
り，負に帯電した状態で固相に取り込まれていることを示していると考えられる。

<結論>
南海トラフの付加体斜面における表層堆積物中のホウ素の同位体分別係数は，pHによってゆるやかにコントロールさ

れており，室内実験では再現できていない反応過程が示されていると考えられる。
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